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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
二
十
七
乙
未
年
を
迎
え
、謹
ん
で
聖
寿
の
萬
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
言
祝

ぎ
奉
り
、国
家
の
安
寧
と
世
界
平
和
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
氏
子
、崇
敬
者
の
平
素
の
ご
崇
敬
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、今
年

も
各
家
平
穏
で
豊
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
冀
う
次
第
で
す
。

顧
み
ま
す
に
、昨
年
は
自
然
災
害
の
怖
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
、人
間
の
ひ
弱

さ
を
身
に
滲
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。ま
た
自
然
災
害
の
み
な
ら
ず
、凶
悪
な
犯

罪
が
頻
発
し
、殊
に
子
供
等
の
生
命
が
無
惨
に
も
失
わ
れ
る
状
況
は
、現
代
社

会
の
暗
部
そ
の
も
の
で
、人
心
の
荒
廃
此
拠
に
極
ま
れ
り
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

私
達
の
社
会
は
科
学
技
術
の
お
蔭
で
充
分
恩
恵
を
享
受
さ
れ
て
い
る
反
面
、

社
会
通
念
と
し
て
の
倫
理
観
、道
徳
観
の
欠
落
が
人
間
相
互
間
の
尊
厳
を
失

い
、エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
み
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。察
す
る
に
、倫
理
道
徳
観
の
頽
廃
は「
宗
教
」感
覚
へ
の
極
端
な
程

の
忌
避
に
一
因
を
成
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

本
年
は
終
戦
七
〇
年
、又
長
崎
、広
島
被
爆
七
〇
年
で
も
あ
り
ま
す
。現
在
、

私
達
の
社
会
が
豊
か
に
繁
栄
し
、国
家
の
存
続
を
み
る
の
も
、数
多
の
尊
い
人

命
の
犠
牲
の
う
え
に
成
り
立
っ
た
も
の
で
、祈
り
を
捧
げ
、感
謝
せ
ず
に
居
ら

れ
ま
せ
ん
。　

此
の
平
和
が
幾
世
代
も
重
ね
て
い
き
た
い
と
誰
も
が
思
う
。し

か
し
世
界
は
我
国
一
国
に
あ
ら
ず
で
、様
々
な
国
々
と
、そ
れ
に
伴
う
国
際
環
境

の
中
で
存
在
し
、現
憲
法
は
平
和
憲
法
で
あ
る
か
ら
と
思
い
込
み
、一
人
合
点
で

安
心
し
て
済
ま
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。世
の
中
万
事
に
云
え
る
事
だ
が
、「
備

え
有
れ
ば
う
れ
い
な
し
」こ
の
格
言
を
良
く
噛
み
締
め
た
い
も
の
で
す
。

　

本
年
も
更
に
国
内
平
安
に
、四
海
平
穏
な
ら
ん
こ
と
を
砥
鹿
大
神
様
に
御
祈

念
申
し
上
げ
、一
層
の
御
加
護
を
賜
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

新
春
を
寿
ぎ
、氏
子
な
ら
び
に
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
ご
機
嫌
麗
し
く
新
し
き

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
台
風
の
接
近
や
上
陸
等
が
あ
り
ま
し
た
も
の
の
、幸
い
当
地
方
は
大

き
な
災
害
も
な
く
比
較
的
平
穏
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

砥
鹿
の
御
社
頭
は
、ご
祈
祷
、ご
参
拝
の
方
々
で
賑
わ
う
な
か
、前
年
の
神
宮

式
年
遷
宮
と
総
参
宮
の
気
運
の
高
ま
り
も
あ
り
、取
り
分
け
遠
方
か
ら
ご
参
拝

の
方
々
が
多
か
っ
た
様
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

四
月
に
は
愛
媛
県
今
治
菊
間
町
に
鎮
座
の
砥
鹿
神
社
の
宮
司
様
は
じ
め
総

代
、氏
子
の
皆
様
大
勢
の
ご
参
拝
が
あ
り
ま
し
た
。同
神
社
に
は
三
年
前
私
ど

も
揃
っ
て
参
拝
し
、皆
様
に
お
持
て
成
し
頂
き
ま
し
た
。

　

再
会
に
感
動
い
た
し
ま
す
と
共
に
、御
神
縁
の
尊
さ
を
深
く
噛
締
め
た
次
第
で
す
。

　

ご
祈
祷
や
ご
参
拝
の
方
々
の
控
室
、客
殿
が
年
頭
よ
り
使
用
が
開
始
さ

れ
、皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ご
不
便
が
よ
う
や
く
解
消
し
て
安
心
し
て
お
参
り

頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

客
殿
に
は
、四
月
に
豊
川
市
在
住
の
書
家
鈴
木
瑞
象
氏
奉
納
の『
游
神
』の
書
額
が

待
合
室
正
面
に
掲
げ
ら
れ
、さ
ら
に
七
月
に
は
豊
川
市
出
身
の
大
森
運
夫
画
伯
奉
納

の
油
絵
大
作『
御
陣
乗
太
鼓
』が
入
口
正
面
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。御
神
前
へ
お
も
む
か

れ
る
前
に
寛
ぎ
、心
を
整
え
て
い
た
だ
く
場
所
と
し
て
一
際
重
み
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

砥
鹿
神
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
歴
史
と
伝
統
を
重
ん
じ
、氏
子
崇
敬
者
な
ら

び
に
参
拝
者
の
す
べ
て
の
方
々
に
細
や
か
な
対
応
を
尽
し
、さ
ら
に
懸
案
の
境

内
整
備
を
着
実
に
取
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
元
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、広
く
遠
方
か
ら
も
一
層
多
く
の

方
々
に
お
参
り
頂
き
た
い
と
願
う
次
第
で
す
。

　

本
年
も
御
例
祭
を
は
じ
め
諸
祭
事
諸
行
事
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う

努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、何
卒
宜
し
く
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
神
様
の
御
加
護
の
も
と
皆
々
様
が
益
々
御
繁
栄
さ
れ
ま
す
こ
と
を
御
祈

念
申
し
上
げ
、年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

崇
敬
会
会
員
の
皆
様
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。年
頭
に
あ

た
り
御
健
勝
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、消
費
税
増
税
、デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
、御
嶽
山

噴
火
、そ
し
て
広
島
・
高
知
・
長
野
等
各
地
で
の
土
砂
災
害
が
想
起
さ
れ
ま
す
。

ま
た
台
風
が
発
生
す
る
と
、し
ば
し
ば「
過
去
最
大
級
の
○
○
」と
い
う
表
現
で

報
道
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。今
年
は
太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら
七
十

年
、阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年
に
あ
た
り
ま
す
。先
人
達
は
、荒
れ
地
と

な
っ
た
郷
土
を
何
年
も
何
十
年
も
先
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
ぬ
い
て
復
興
さ
せ
、

戦
災
や
自
然
災
害
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。こ
の
節
目
の
年
に
今
一
度
、現

代
の
平
和
と
繁
栄
が
過
去
の
努
力
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
恩
恵
に

感
謝
し
、先
人
に
恥
じ
ぬ
地
域
づ
く
り
を
皆
様
と
と
も
に
推
し
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

当
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、九
月
十
八
・
十
九
日
に
出
雲
大
社
を
正
式

参
拝
致
し
ま
し
た
。会
と
し
て
は
久
々
の
一
泊
旅
行
で
し
た
が
、御
案
内
早
々

に
定
員
を
上
回
る
御
応
募
を
い
た
だ
き
、盛
会
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
文
化
講

座
と
し
て
昨
秋
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
見
学
、東
海
道
掛
川
宿
散
策
、磐
座
探
訪
の

三
講
座
を
実
施
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
伝
わ
る
文
化
へ
の
造
詣
を
深
め
ま
し

た
。更
に
十
二
月
二
十
一
日
に
は
、本
宮
山
奧
宮
に
て
麦
と
ろ
会
を
行
い
ま
し

た
。御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
対
し
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
砥
鹿
の
大
神
様
、そ
し
て
参
拝
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。本
年
も
当
会
の
一
層
の
充

実
と
発
展
と
に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、お
一
人
で
も
多
く
の
方
が
崇
敬
会
に
御
入
会
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
御
鳳
声

い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。ど
う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
御
芳
情
御
高
配
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、年
頭
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

崇
敬
会
会
長　
大
澤�

輝
秀

総
代
長　

草
鹿
砥�

宣
和
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名
誉
宮
司

代
表
役
員

宮

司

総
代
長

責
任
役
員

責
任
役
員

総

代

祢

宜

権
祢
宜

巫

女

用
務
員

髙
谷　

�
�
�

�
�
�

二
槗　

一
彦

香
取　
　

武

草
鹿
砥　

宣
和

今
泉　

淳
乙

今
泉　
　

清

田
口　
　

智

梅
村　

和
光

林　
　

重
男

近
田　

孝
夫

今
泉　
　

勝

近
田　

茂
洋

大
髙　

博
嗣

大
村　

昭
人

小
田
島　

丈
夫

齋
藤　

康
德

片
岡　

昭
宣

内
藤　

正
之

三
宅　

勝
晴

鈴
木　
　

巌

穗
坂　

憲
児

神
島　
　

崇

大
木　

繁
徳

嬉
野　

通
斎

菅　
　

陽
紀

宮
下　

宗
士

加
藤　

智
己

新
井　

真
美

髙
田　

真
穂

樋
口　

夏
美

河
合　

優
佳

冨
田　

み
ず
き

大
城　

ゆ
い

松
倉　

真
理
子

名
誉
会
長

宮

司

会

長

副
会
長

顧

問

理

事

香
取　
　

武

大
澤　

輝
秀

日
比　

嘉
男

草
鹿
砥
宣
和

山
本　

明
彦

鈴
木　

克
昌

今
枝
宗
一
�

根
本　

幸
典

杉
田　

元
司

小
林　
　

功

野
中　

泰
志

渋
谷　

幸
信

大
木　

光
章

藤
原　

俊
男

林　
　

伸
之

松
尾　

浩
志

渡
辺　

宗
敬

本
多　

克
弘

菅
沼　

洋
史

監

事

伴　
　

正
男

浅
野　
　

桂

岩
瀬　

靖
宏

小
澤　

行
雄

久
具　

信
夫

鳥
居　

信
行

夏
目　

雅
康

渡
辺　
　

治

土
井　

義
昭

今
泉　

淳
乙

今
泉　
　

清

梅
村　

和
光

林　
　

重
男

近
田　

孝
夫

今
泉　
　

勝

近
田　

茂
洋

大
髙　

博
嗣

清
水　

重
子

山
﨑　

和
子

竹
本　

尚
美

田
口　
　

智

（
順
不
同
敬
称
略
）

崇 

敬 

会 

役 

員
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ア
ー
ト
・
タ
カ
ム
ラ

㈱
ア
イ
・
エ
ス
・
オ
ー

青
木
公
認
会
計
士

　

�
�
士
�
�
�

�
�
士
�
�
�

浅

野
　

�

　

��

ア
ル
デ
ッ
ク
ス
㈱

井

川
　

肇

石

田

勝

子

市

川

洋

至

伊

藤

誠

也

今

泉

和

雄

今

泉
　

�

　

��

今

泉

淳

乙

今

泉

都

志

弘

今

泉

文

一

今

枝

宗

一

郎

岩

瀬

安

次

岩

瀬

靖

宏

梅

木
　

�

　

��

梅

村

重

之

梅

村

武

司

大

岩

明

子

大

岩

利

依

子

大

木

光

章

大

澤

輝

秀

大

髙

博

嗣

大

竹
　

�

　

��

大

谷

一

雄

株
式
会
社
大
槻
装
束
店

大

友

堅

治

小

澤

行

雄

筧

登

希

義

カ

ト

ー

水

工

神

谷

義

和

川

合

克

也

川
端
建
設
株
式
会
社

川

原

義

之

川

渕

勝

也

川

渕

啓

治

川

渕

博

也

河

村
　

�

　

��

北

村

憲

正

久

具

信

夫

草

鹿

砥

宣

和

黒

瀬

恵

美

子

源

馬

啓

仁

小

島

坦

文

小

西

充

洋

小

林
　

�

　

��

小

林

建

吾

小

林

康

敏

小

林

嘉

郎

近

田

明

久

近

田

敬

一

近

田

茂

洋

近

田

孝

夫

近

田
　

勝

　

勝勝

近

田

陽

一

近

藤
　

�

　

��

佐

藤

元

英

渋

谷

幸

信

白

井

昭

孝

白

井

�

一

杉

浦

き

さ

子

杉

原

敏

雄

杉

原

好

洋

鈴

木

克

昌

鈴

木

信

哉

鈴

木

博

子

鈴

木

啓

仁

祖
父
江
実
奈
子

滝

嶋

土

師

芽

滝

田

昌

生

田

口
　

�

　

��

竹

内

優

子

竹

本

尚

美

田

中

静

子

田

中

勢

子

田

中

泰

雄

田

村

勇

志

長

南
　

�

　

��

都
　

�

和

　

�

和

�

和

土

井

義

昭

戸

鹿

島

貢

戸

苅

�

彦

戸

苅

よ

し

ゑ

徳

升

岳

仁

豊
川
市
開
発
ビ
ル
㈱

豊
田
東
海
警
備

　

㈱
�
�
本
�

㈱
�
�
本
�

豊
鉄
観
光
バ
ス
㈱

豊
橋
市
茶
業　
　
　
　

　

�
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鳥
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信

行
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島

尚

徳
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田
　

�

　

��

㈱

中

村

装

束

中

山
　

�

　

��

夏

目

宏

一

夏

目

雅

敏

夏

目

雅

康

夏

目

善

德

西
　

義

雄

　

義

雄

義

雄

日
本
ト
レ
ク
ス
㈱

布

垣

尚

哉

沼
　

孝

一

　

孝

一

孝

一

根

本

幸

典

野

中

泰

志

早

川

道

子

林
　

重

�

　

重

�

重

�

林
　

�

之

　

�

之

�

之

林
　

昌

宏

　

昌

宏

昌

宏

林
　

�

之

　

�

之

�

之

速

水

美

�

子

原

瀬

延

雄

伴
　

正

�

　

正

�

正

�

ヒ

ク

マ

㈱

日

比

嘉

�

広

瀬

重

人

藤

原

國

愛

藤

原

俊

�

本

多

克

弘

㈱

ま

き

や

す

松

井
　

�

　

��

松

尾

浩

志

松

原

近

司

丸

野

春

雄

丸

山

憲

一

丸

山

登

三

雄

三

浦

俊

雄

水

谷

浩

明

美

馬

ゆ

き

え

村

瀬

君

夫

森

田

洋

一

安

田

一

夫

山

口

�

弘

山

口

幹

夫

山

本

康

雄

吉

沼

吾

一

渡

辺
　

治

　

治治

渡

辺

宗

敬

㈱

あ

い

ち

や

赤

川

和

美

石

黒

み

ほ

石

田

勝

子

石

田

精

一

有
限
会
社
伊
勢
絵
馬

伊

藤

�

夫

伊

藤

�

生

伊

藤

廣

代

伊

藤

盛

昌

伊

藤

良

夫

伊

藤

施

療

院

井

上

光

�

井

上
　

�

　

��

井

上

や

う

子

今

泉

勝

子

今

泉

昭

一

今

泉

�

二

郎

今

泉

藤

一

今

泉

時

夫

今

泉

直

次

郎

今

泉

豪

輝

今

泉
　

勝

　

勝勝

上

田

敬

子

梅

村

和

光

江

田
　

広

　

広広

遠

藤

乃

之

遠

藤

雅

晴

大

井

秋

郎

大

沢

吾

平

太

田

博

史

大

平

佳

樹

大

高

米

穀

店

大

村

丸

郎

岡

田

邦

雄

岡

田

庸

�

小

黒

賢

�

小

田

秀

一

小

田

芳

美

小
野
田
陽
太
郎

柿

田
　

�

　

��

㈱
加
古
家
具
店

加

藤

隆

好

加

藤

豊

仁

加

藤

敬

子

加

藤

身

知

金

子

昌

弘

㈲
カ
�
�
�
�
店

カ
�
�
�
�
店

河

合

康

�

㈲
川
合
石
材
店

川

上

幸

�

河

原
　

�

　

��

河

原

敏

幸

城

�
　

隆

　

隆隆

絹

一

製

菓

㈱㈱

畔

柳

多

恵

子

児

玉

義

弘

小

林

友

雄

小

林

美

�

子

近

田

眞

弘

近

田

常

子

近

藤

と

し

子

斎

藤

浩

一

酒

井

友

一

酒

本
　

茂

　

茂茂

佐
々
木
千
代
子

佐

藤

多

一

佐

藤

幸

一

佐

野

隆

一

三
州
建
設
株
式
会
社

四

ノ

宮

修

三

柴

田
　

誠

　

誠誠

�

水

久

雄

有
限
会
社
ジ
ャ
ス
ト

白

井

百

合

子

新

東

工

業

㈱

杉

浦

�

治

㈲
杉
浦
建
築
設
計

　

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

鈴

木

一

雄

鈴

木
　

�

　

��

鈴

木

摂

治

鈴

木

敏

之

鈴

木

道

夫

曽

我

良

平

高

柳

正

好

タ
カ
ラ
梱
包
輸
送
㈱

竹

内

邦

弘

竹

本

憲

昭

田

中

キ

ヨ

子

田

中

雅

子

田

中

雅

實

谷

山

和

之

谷

山

通

昌

名
誉
会
員

特
別
会
員

崇
敬
会
会
員
名
簿
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手

嶋

玉

枝

寺

�

卓

三

寺

山

賢

司

戸

河

里

敏

次

戸

川
　

勇

　

勇勇

ト
ピ
ー
工
業
㈱

冨

田

英

�

冨

田

弘

年

長

坂

義

之

中

島
　

啓

　

啓啓

中

畑
　

勇

　

勇勇

西

谷

美

数

野

々

村

壽

博

畑

野

貴

代

浜

島

豊

博

林
　

幸

良

　

幸

良

幸

良

原
　

�

一

　

�

一

�

一

原

田

吉

勝

伴

野

喜

四

郎

伴

野

奎

子

伴

野

英

夫

平

松

昭

信

平

松

和

�

平

松

祝

子

平

山

�

也

廣

中

七

�

福

田

素

純

藤

井

�

司

㈲
プ
ロ
�
ー
ド

星

野

久

雄

㈱
ホ
ワ
イ
ト
商
会

本

田

克

介

本

田

房

枝

㈱
�
�
と
�
や

�
�
と
�
や

眞

木

宏

哉

間

瀬

和

重

㈱

丸

八

製

菓

丸

山

治

�

宮

脇

恭

子

森

島

勝

義

㈱
森
田
屋
酒
店

八

木

利

治

八

木

洋

一

山

内

敏

博

山

中
　

�

　

��

山

本

明

彦

山

本

孝

雄

山

本

芳

彦

吉

田

英

央

渡

�

�

也

渡

邊

久

子

渡

辺

久

代

青

谷

浩

壯

浅

井

む

ね

浅

岡

朝

夫

朝

倉

俊

治

阿

�

昌

司

天

野

勝

文

天

野

き

よ

子

新

井

興

治

新

屋
　

修

　

修修

安

藤

正

和

飯

田

源

治

生

田

冨

夫

井

口

直

久

伊

沢

青

果

㈱

石

川

鶏

子

石

川

則

�

石

田
　

修

　

修修

石

田

�

治

磯

�

美

�

子

市

川

栄

二

立

木

健

一

井

戸

正

巳

伊

藤

明

房

伊

藤

崇

史

伊

藤

忠

志

伊

藤

照

代

伊

藤

初

江

伊

藤

秀

高

伊

藤

浩

文

伊

藤

雄

治

伊

藤

幸

�

伊

奈

勝

治

稲

垣
　

�

　

��

稲

野
　

�

　

��

井

上
　

�

　

��

井

上

繁

行

井

上

尚

弘

井

上
　

浩

　

浩浩

今

井
　

林

　

林林

今

泉

民

彬

今

泉
　

登

　

登登

今

泉

陽

美

今

泉

英

明

今

泉

浩

之

今

泉

行

�

岩

瀬

淳

一

郎

岩

瀬

正

雄

岩

田

勝

治

岩

田

昌

山

岩

月

和

雄

岩

永

喜

代

人

岩

本

晃

二

鵜

飼

芳

�

宇

野

し

げ

子

宇

野

久

子

宇

野

�

一

海

上

和

則

梅

村

豊

一

梅

村

久

子

榎

田

卓

弘

追

分

雅

博

大

岡

満

夫

大

沢

二

朗

太

田

浩

一

太

田

輝

�

大

竹

い

そ

子

大

竹

末

英

大

竹

孝

之

大

谷
　

弘

　

弘弘

大

野

博

巳

大

橋

平

治

大

林

喜

六

大

原

愼

司

岡

田

富

子

岡

田

文

人

岡

本

光

子

岡

山

義

松

小

川

藤

吾

荻

野

喜

久

�

尾

崎

勝

三

押

野

昌

宏

尾

嶋

滋

樹

小

田

昌

弘

小

野
　

�

　

��

小

野
　

隆

　

隆隆

小

野

文

�

小

野

文

子

小

野

正

見

小

野

田

容

子

小

柳

津

登

一

垣

内

直

之

影

山

昭

博

笠

原

隆

二

片

山
　

�

　

��

加

藤

秋

�

加

藤

温

山

加

藤

一

美

加

藤

ふ

み

加

藤
　

豊

　

豊豊

加

藤

好

子

金

澤

貴

信

金

田
　

�

　

��

金

坂

昌

昭

神

谷
　

�

　

��

神

谷
　

忠

　

忠忠

神

谷

壽

英

神

谷

英

�

神

谷
　

豊

　

豊豊

神

山

利

子

河

合
　

�

　

��

河

合

靖

則

城

�

勝

太

郎

木

村

弘

美

木

本

幸

江

久

島

祐

輔

楠

野
　

�

　

��

久

世

正

至

工

藤

和

子

国

枝

健

次

黒

田

隆

志

小

圷

明

史

小

池

君

枝

向

坂

邦

雄

香

高

基

行

小

久

保

勝

典

小

久

保

寛

小

嶋

貞

臣

小

杉

弘

夫

後

藤

ゑ

み

子

後

藤

政

光

小

林

�

ズ

小

林

孝

彰

小

林

督

史

小

林
　

寛

　

寛寛

小

林

康

�

駒

川

泰

一

駒

崎

幸

夫

小

松

忠

司

近

田

俊

恵

権

田

茂

喜

近

藤

邦

夫

近

藤

憲

市

近

藤

浩

行

近

藤

康

弘

西

郷

耕

一

齋

藤

貢

一

㈲
�
�
�
ド
プ
ラ
�

�
�
�
ド
プ
ラ
�

酒

井

�

通

酒

井

晋

二

坂

田

一

富

坂

上

美

�

子

桜

井

俊

明

櫻

井

正

俊

桜

沢

健

一

佐

藤

�

一

佐

野

英

治

佐

野

英

雄

佐

野

吉

久

塩

野

谷

�

司

�

水

健

市

�

水

重

子

�

水

泰

幸

㈲
�
ャ
ル
レ
�
ャ
ト
ー

白

井

敬

司

白

井

宏

尚

白

井

元

義

白

井

利

明

菅

沼

健

次

菅

沼

洋

史

杉

浦
　

�

　

��

杉

浦

一

�

杉

浦

和

�

杉

浦

正

治

杉

浦

八

重

子

杉

原

滋

典

杉

山

�

基

鈴

木

明

美

鈴

木

鮎

子

鈴

木

克

典

鈴

木

尭

介

鈴

木
　

隆

　

隆隆

鈴

木

鶴

雄

鈴

木

敏

郎

鈴

木

富

枝

鈴

木

宣

�

鈴

木

峰

�

陶

山

恵

造

陶

山

秀

志

園

�

幸

司

大
豊
コ
�
ク
リ
ー
ト
㈱

鷹

取

春

幸

高

野
　

�

　

��

高

橋
　

温

　

温温

髙

橋

芳

弥

田

口

数

子

田

口

接

骨

院

竹

内

正

士

竹

生

光

志

竹

腰

芳

子

竹

田

要

司

竹

本

靖

史

立

川

靖

雄

正
会
員
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田

中

拮

生

田

中

克

典

田

中

秀

松

田

中

博

信

田

中

道

夫

田

邉

邦

三

谷

口
　

�

　

��

株
式
会
社
都
筑

鶴

見

富

子

出

口

�

也

遠

山

�

美

富

山

三

�

豊

田

精

三

郎

鳥

居

武

志

鳥

居

�

泰

内

藤

朝

喜

内

藤

照

�

内

藤

春

江

内

藤

泰

通

中

尾

�

一

中

尾

光

枝

中

川

雅

仁

長

坂

径

�

中

澤
　

�

　

��

中

嶋

昭

二

仲

田

光

夫

中

野

明

美

中

野

照

子

中

野
　

良

　

良良

中

村

圓

一

郎

中

村

勝

代

中

村

滋

利

中

村

耐

子

中

村

春

次

中

村

み

つ

代

中

村

義

邦

中

山

幸

三

中

山

冴

子

仲

山

隆

康

西

博

西

川

よ

ね

子

西

谷
　

隆

　

隆隆

西

村

正

司

新

田

章

登

根

本
　

�

　

��

野

口

佐

知

子

乗

松

康

代

萩

本

詩

郎

博
愛
堂
倉
庫
株
式
会
社

長

谷

川

年

弘

波

田

野

浩

平

蜂

須

賀

禎

子

早

坂

�

朗

林

剛

林
　

利

一

　

利

一

利

一

林
　

正

樹

　

正

樹

正

樹

原

田

露

子

春

田

尚

子

伴

敬

一

郎

彦

坂
　

�

　

��

彦

坂

光

義

日

比

康

晴

平

岩

良

二

平

松

輝

夫

深

津

治

史

福

井

�

示

福

井

早

美

福

井

康

雄

藤

下

昌

宏

藤

下

叔

宏

船

場

英

夫

㈱
プ
リ
エ
ー
ル
＆

　

イ
�
テ
リ
ジ
ェ
�
ス

㈱
ほ
の
国
百
貨
店

堀

�

皓

三

本

田

恭

子

前

澤

茂

樹

前

田

治

子

牧

野

義

一

牧

野

純

久

牧

野

拓

夫

牧

野

宏

泰

政

本

良

平

増

田

賢

次

松

井
　

�

　

��

松

井

せ

つ

松

尾

秀

治

松

元

健

二

松

本
　

文

　

文文

松

本

屋

本

店

�

野

か

つ

よ

三

浦

和

子

水

島

義

之

水

野

孝

久

三

ツ

矢

宗

央

宮

川

昌

久

宮

下

康

夫

宮

島

利

夫

宮

本
　

登

　

登登

村

瀬

房

子

村

田
　

�

　

��

村

田

敏

�

村

田

延

夫

村

松

八

千

代

望

月

の

ぶ

子

森

下

節

司

森

下

義

則

森

田
　

�

　

��

森

田
　

司

　

司司

山

内

一

彦

山

岡

浩

二

山

口

幸

雄

山

崎

憲

雄

山

下

政

嗣

山

田
　

�

　

��

山

本

茂

之

山

本

俊

也

山

本

多

賀

夫

山

本

み

ち

山

本

康

代

山

本

佳

史

㈱
ヤ
マ
モ
ト
�
キ

（資）
山
安
食
料
品
店

横

田
　

敏

　

敏敏

吉

田

梅

子

吉

田

昇

二

吉

野

満

明

吉

野

由

美

渡

邉

幸

一

渡

辺

直

則

渡

邊

佳

成

渡

辺

力

夫

度

会

尚

志

新

井

里

美

荒

川

栄

子

大

谷

み

ち

久

米

ふ

さ

よ

鈴

木

美

保

子

鈴

木

み

よ

子

滝

川

キ

ミ

長

坂
　

�

　

��

長

谷

川

弘

子

水

野

ツ

ヤ

ノ

山

﨑

和

子

あ
け
ま
し
て 

　

お
め
で
と
う 

　
　

ご
ざ
い
ま
す

 

砥
鹿
神
社
結
婚
式
場

福
寿
会

ミ
カ
ド
写
�
館

写

�

の

原

田

㈲
カ
�
�
�
�
店

吉

野

館

ま
る
伊
料
�
店

絹

一

製

菓

㈱

㈱
�
�
と
�
や

（資）
山
安
食
料
品
店

㈱

テ

ラ

ヤ

マ

㈱
加
古
家
具
店

㈲

�

幸

�

幸

㈱
ま
き
や
す
衣
裳
店

（資）
高
運
堂
印
刷
�

ケ
�
コ
美
容
室

㈱
モ
ー
�
ョ
�
ス
タ
イ
ル

大

高

米

穀

店

㈲
�
�
�
ド
プ
ラ
�

㈱
ほ
の
国
百
貨
店

㈱
森
田
屋
酒
店

ヒ
ラ
ヤ
マ
フ
ォ
ト

㈱
プ
リ
エ
ー
ル

　

＆
イ
�
テ
リ
ジ
ェ
�
ス

東
京
屋
美
容
室

二
月
二
�
二
��
�
�

二
�
二
��
�
�

��
�
�

　
　
　

午
前
�
時
〜
午
後
六
時

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
ー
開
催

ブ
ラ
イ
ダ
ル
相
談
会
開
催
中
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歳
旦
祭
並
氏
子
献
穀
祭

一
月
一
日
午
前
六
時

　

年
始
め
に
皇
統
の
繁
栄
・
国
家

安
泰
・
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
祝

い
初
め
の
祭
儀
で
あ
る
。
外
拝
殿

に
は
氏
子
よ
り
奉
納
さ
れ
た
新
穀

が
献
供
さ
れ
る
。

　

本
社
に
て
厳
か
に
祭
典
を
行
い
、

摂
末
社
を
巡
拝
す
る
。

田
遊
祭   

一
月
三
日
午
後
二
時
半

（
豊
川
市
指
定
文
化
財
）

　

�
穀
豊
穣
を
祈
る
。
初
詣
の
参

拝
者
で
賑
わ
う
本
社
拝
殿
前
西
の

庭
上
に
榊
葉
を
敷
き
詰
め
、
こ
れ

を
田
所
と
し
て
、
氏
子
よ
り
選
ば

れ
た
代
官
、
田
主
、
田
人
が
田
打

ち
か
ら
稲
の
収
穫
ま
で
の
年
間
の

耕
作
の
様
を
演
じ
、
豊
作
を
予
祝

す
る
。

弓
始
祭   

一
月
八
日
午
前
十
時　

　

一
年
の
邪
気
退
散
を
祈
る
。
鯛

が
掛
け
ら
れ
た
鯨
幕
に
、
鬼
に
見

立
て
た
的
を
つ
る
し
、
県
弓
道
連

盟
東
三
河
支
部
の
御
奉
仕
に
よ
り

真
榊
で
作
ら
れ
た
黒
木
の
弓
で
白

羽
の
矢
を
射
る
。
本
社
と
八
幡
宮

に
は
紅
白
の
算
木
餅
が
松
竹
梅
の

枝
と
共
に
供
え
ら
れ
る
。

初
え
び
す
祭   

一
月
十
日
終
日

　

事
代
主
命
を
お
ま
つ
り
し
、
三

河
唯
一
の
え
び
す
社
で
あ
る
当
神

社
の
摂
社
二
宮
社
に
て
、
年
の
始

め
に
商
売
繁
盛
・
生
業
繁
栄
を
祈

願
す
る
。
当
日
は
福
引
き
も
行
わ

れ
、
各
地
か
ら
祈
祷
者
が
訪
れ
る
。

火
焚
祭

　
　
　

一
月
十
�
日
午
後
二
時

　

神
前
に
納
め
た
願
串
や
祈
願
絵

馬
、
祈
願
幟
な
ど
を
焚
き
上
げ
、

諸
願
成
就
を
祈
願
す
る
祭
典
で
、

神
事
後
細
か
く
砕
い
た
鏡
餅
を
細

竹
に
刺
し
て
火
に
か
ざ
し
、
参
拝

者
が
拝
戴
す
る
慣
習
が
あ
る
。

火
舞
祭   

二
月
七
日
午
後
六
時

（
豊
川
市
指
定
文
化
財
）

　

忌
火
を
用
い
て
火
災
疫
病
よ
り

免
れ
る
よ
う
祈
願
す
る
祭
儀
で
あ

る
。
神
事
中
火
を
鑽
る
と
き
、
そ
の

発
火
の
遅
速
、
或
い
は
焔
の
上
る
具

合
に
よ
り
、
そ
の
年
の
火
難
の
有
無

大
小
を
判
断
す
る
と
云
い
伝
え
ら

れ
る
。

弓始祭 田遊祭

氏子青年会による甘酒接待

初えびす祭

火焚祭火�祭�祭祭
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歳
旦
祭   

一
月
一
日
午
前
六
時

　

年
の
始
め
に
皇
室
の
弥
栄
、
国

家
安
泰
を
祈
る
祭
典
で
あ
る
。
境

内
は
初
日
の
出
を
奉
拝
す
る
登
拝

者
で
賑
わ
う
。

宝
印
祭   

一
月
六
日
午
後
一
時

　

奥
宮
本
社
下
方
の
末
社
守
見
殿

神
社
に
て
斎
行
。
厄
難
消
除
・
無

病
息
災
が
祈
願
さ
れ
る
。
祭
典
後

は
参
拝
者
に
秘
伝
の
宝
印
が
授
け

ら
れ
、
宝
印
符
、
沓
型
餅
が
頒
布

さ
れ
る
。
寒
中
登
山
者
が
多
い
。

粥
占
祭   

一
月
十
�
日
午
前
八
時

 

（
豊
川
市
指
定
文
化
財
）

　

そ
の
年
の
農
作
物
の
豊
凶
や
天

候
風
雨
を
占
う
農
耕
神
事
で
あ
る
。

前
日
宮
司
以
下
登
山
参
籠
潔
斎
の

後
、
十
�
日
早
暁
、
神
水
に
て
粥

を
炊
き
あ
げ
、
農
産
物
、
海
産
物

の
名
を
印
し
た
竹
の
管
二
十
七
本

を
入
れ
、
か
き
混
ぜ
る
。
こ
の
後

各
々
の
竹
の
管
に
つ
ま
っ
た
粥
の

量
を
ト
定
す
る
。
古
く
よ
り
「
オ

タ
メ
シ
」、「
オ
ク
ダ
ガ
イ
」
と
言

わ
れ
、
参
列
者
に
は
粥
占
符
が
授

与
さ
れ
る
。

奥
宮
例
祭　

二
月
六
日
午
前
十
時

　

山
上
極
寒
の
中
行
わ
れ
る
大
祭

で
あ
る
。

　

祭
典
奉
仕
員
は
前
日
よ
り
本
宮

山
奥
宮
に
於
い
て
参
籠
し
、
清
浄

を
極
め
て
奉
仕
を
す
る
。

二
月
三
日
斎
行

＊
大お

お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命
の
霊
妙
な
ご
神
徳

に
よ
る
古
来
よ
り
伝
承
の
節
分

厄
除
祭
を
斎
行
し
、
世
の
中
の

邪
気
を
祓
い
、
禍
神
を
退
散

さ
せ
る
。
大
神
様
の
御
神
徳
に

よ
っ
て
、厄
年
の
方
々
を
始
め
、

広
く
一
般
の
人
々
の
福
徳
円
満

の
御
祈
願
を
致
し
ま
す
。

豆
撒
き
に
は
多
数
の
景
品
を
準

備
し
て
福
を
頒
ち
合
い
ま
す
の

で
、
是
非
御
参
拝
い
た
だ
き
、

福
を
お
受
け
下
さ
い
。

宝印祭

粥占祭

節分祭福桝

年
男
年
女
奉
仕
者
募
集

豆
撒
き
奉
仕
者
の
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
砥
鹿
神
社
社
務

所
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
３
３-

９
３-

２
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
３
３-

９
３-

７
８
８
８

年
男
年
女
豆
撒
式

午
前
の
部

＊
十
時　

節
分
祭

　

豆
撒
き　

十
時
半
よ
り

＊
十
一
時
半　

節
分
祭

　

豆
撒
き　

正
午
よ
り

午
後
の
部

＊
一
時　

節
分
祭

  

豆
撒
き　

一
時
半
よ
り

＊
三
時　

節
分
祭

　

豆
撒
き　

三
時
半
よ
り
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豊
川
市
の
ひ
ま
わ
り
農
業
協
同
組
合
よ

り
、
愛
知
県
農
業
祭
献
穀
事
業
に
て
収
穫

し
た
お
米
の
奉
納
が
あ
り
、
十
一
月
�
日
に

権
田
晃
範
組
合
長
を
は
じ
め
献
穀
者
柴
田

勝
氏
、
奉
耕
者
牧
野
晃
也
氏
ら
の
参
列
の

も
と
、
奉
納
奉
告
祭
を
斎
行
し
、
祭
典
後

神
納
書
を
授
与
し
た
。
こ
の
献
穀
米
は
新

嘗
祭
で
和
稲
と
し
て
神
前
に
奉
献
さ
れ
た
。

　

同
事
業
は
、
十
一
月
二
十
三
日
の
宮
中

で
の
新
嘗
祭
に
あ
た
り
、
皇
室
へ
お
米
を

献
上
す
る
と
い
う
も
の
。

　

明
治
二
十
�
年
か
ら
始
め
て
百
二
十
二

回
目
と
な
る
今
年
は
同
組
合
が
担
当
し
、

市
内
東
上
町
の
斎
田
に
て
、
地
鎮
祭
、
播

種
祭
、
御
田
植
祭
、
刈
穂
祭
等
神
事
を
行

い
つ
つ
初
穂
を
実
ら
せ
た
。

Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
献
穀
米

奉
納
奉
告
祭
斎
行

崇
敬
会
文
化
講
座
開
催

　

境
内
で
参
拝
者
が
�
れ
た
際
、
現
場
の

境
内
で
参
拝
者
が
�
れ
た
際
、
現
場
の

神
職
や
巫
女
が
適
切
な
救
命
活
動
を
行
え

る
よ
う
、
十
月
七
日
に
豊
川
市
消
防
署
員

の
指
導
の
も
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
実
施
し

た
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
数
分
間

の
応
急
処
置
が
生
死
の
境
界
を
も
分
け
る

と
の
事
で
あ
り
、
人
形
を
用
い
た
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
、
そ
し
て
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方

の
訓
練
を
行
っ
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
実
施

献穀者柴田勝氏（左）と香取宮司

　

砥
鹿
神
社
崇
敬
会
で
は
、
昨
秋
文
化
講

座
を
三
回
実
施
し
た
。

①
昨
夏
当
社
で
重
要
文
化
財
後
奈
良
天
皇

宸
翰
般
若
心
経
の
複
製
を
製
作
し
た
こ
と

を
機
に
、
十
月
三
十
一
日
に
所
蔵
元
の
西
尾

市
岩
瀬
文
庫
を
訪
れ
、
同
経
の
実
物
原
本

と
、
企
画
展
「
江
戸
の
風
景
～
広
重
『
名

所
江
戸
百
景
』
と
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
江
戸

風
景
画
」
と
を
、
同
文
庫
林
知
左
子
学
芸

員
に
よ
る
解
説
の
も
と
見
学
し
た
。
そ
し
て

午
後
か
ら
は
、
西
尾
市
が
お
茶
の
産
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
葵
製
茶
に
赴
き
、
抹
茶
の

製
造
過
程
を
見
学
し
、
試
飲
を
楽
し
ん
だ
。

②
十
一
月
六
日
、
東
海
道
の
宿
場
整
備
に

よ
っ
て
発
展
を
遂
げ
た
各
地
の
文
化
や
名 後奈良天皇般若心経を見る参加者

11 月 28 日　天白磐座遺跡にて心肺蘇生の手順を学ぶ

所
旧
跡
を
学
ぼ
う
と
、
今
回
は
�
十
三
次

の
う
ち
二
十
六
番
目
の
宿
場
町
で
あ
る
掛

川
宿
を
選
定
し
、
掛
川
城
と
資
生
堂
ア
ー

ト
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
た
。
今
後
も
東
海
道

�
十
三
次
め
ぐ
り
は
継
続
し
、
次
回
は
名

古
屋
市
熱
田
区
の
宮
宿
の
予
定
。

③
十
一
月
二
十
八
日
に
は
「
磐
座
信
仰
を

探
る
」
と
題
し
、
新
城
市
石
座
神
社
の
石

座
石
、
浜
松
市
渭
伊
神
社
の
天
白
磐
座
遺

跡
、
蒲
郡
市
岩
上
神
社
の
岩
神
様
、
同
市

大
巌
神
社
の
岩
壁
を
訪
れ
た
。
こ
れ
は
社

殿
建
築
以
前
の
古
い
神
道
祭
祀
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
、
参
加
者
は
磐
座
を
通
し
、
巨
石
や
珍

し
い
形
の
石
を
畏
敬
し
て
き
た
祖
先
の
自

然
観
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
。

掛川城ではボランティアガイドの説明をうけた
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一
宮
と
が
交
通
少
年
団

活
動
報
告

　

十
一
月
七
日
に
、
豊
�
市
・
豊
川
市
内

十
一
月
七
日
に
、
豊
�
市
・
豊
川
市
内

の
六
ヶ
所
の
児
童
養
護
施
設
の
七
�
三
該

当
児
童
の
皆
さ
ん
を
当
社
に
お
招
き
し
、

七
�
三
詣
を
行
っ
た
。
こ
の
行
事
は
、
同

所
の
児
童
が
、
皆
と
同
じ
く
楽
し
く
お
祝

い
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
元
気
に
成
長

し
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
祈
祷
後
に
は
福
笹
と
千
歳

飴
を
授
与
し
、
社
務
所
に
て
ぜ
ん
ざ
い
を

ふ
る
ま
っ
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
十
一
月
二
十
一
日
に
�

ま
た
当
日
は
、
十
一
月
二
十
一
日
に
�

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
地
元
豊
川
市
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
「
い
な
り
ん
」
も
一
緒
に
参
拝

し
、
子
供
た
ち
と
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

　

一
宮
と
が
交
通
少
年
団
は
、
九
月
十
四
日
に
境

内
で
、
お
年
寄
り
や
子
供
等
交
通
弱
者
を
事
故
か

ら
守
る
啓
発
チ
ラ
シ
配
り
を
行
っ
た
。
十
一
月
三

日
に
は
、
七
�
三
で
賑
わ
う
境
内
に
て
募
金
活
動

を
行
い
、
寄
せ
ら
れ
た
善
意
金
を
、
財
団
法
人
交

通
遺
児
育
英
会
へ
送
っ
た
。
そ
し
て
十
二
月
六
日

に
は
豊
川
警
察
署
員
の
指
導
の
も
と
交
通
安
全
安

全
教
室
を
実
施
し
た
。

　

八
月
�
日
に
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た
愛

知
県
警
主
催
の
「
交
通
少
年
団
集
合
訓
練
」
と
同

月
二
十
一
日
に
豊
川
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
第
�
回
豊
川
市
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」

に
参
加
し
た
。
以
下
に
団
員
の
作
文
を
紹
介
す
る
。少年団集合訓練

施
設
児
童
七
五
三
詣

豊
川
市
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

大
会
に
行
っ
て

市
川　

加
恋

　

私
は
、
初
め
て
推
進
大
会
に
行

き
ま
し
た
。

　

大
ぜ
い
の
お
客
さ
ん
の
前
で
、

大
会
宣
言
を
す
る
と
聞
い
て
、
と

て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

み
ん
な
で
練
習
し
た
と
き
は
、

声
が
小
さ
く
て
、
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ

た
け
ど
、
何
回
も
練
習
を
し
て
、

本
番
は
、
声
も
大
き
く
、
み
ん
な

そ
ろ
っ
て
言
え
た
の
で
、
私
は
と

て
も
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

け
い
さ
つ
の
音
楽
た
い
の
え
ん

そ
う
は
、
私
も
し
っ
て
い
る
曲
や
、

知
ら
な
い
曲
も
あ
っ
た
け
ど
、
ど

の
曲
も
み
ん
な
息
が
ぴ
っ
た
り
そ

ろ
っ
て
い
て
、
と
て
も
は
く
り
ょ

く
が
あ
っ
て
、
上
手
だ
っ
た
の
で
、

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

え
ん
そ
う
し
て
い
る
人
た
ち
の

前
に
、
ダ
ン
ス
を
お
ど
っ
て
い
る

人
た
ち
が
い
ま
し
た
。

　

も
っ
て
い
る
旗
を
投
げ
た
り
し

て
い
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
が
、
け
い
さ
つ
の
音

楽
た
い
は
、
な
か
な
か
聞
け
な
い

よ
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
私
は
、

今
回
さ
ん
か
で
き
て
、
よ
か
っ
た

で
す
。

豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
体
験

森
増　

柊
矢

　

ぼ
く
が
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
に

行
っ
て
一
番
印
象
に
残
っ
た
事

は
、
た
っ
急
便
の
ク
ロ
ネ
コ
ヤ

マ
ト
さ
ん
が
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
死
角
に
つ
い
て
の
事
で
す
。

ぼ
く
は
、
最
初
は
ど
う
い
う
意

味
な
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
け

ど
、
話
を
聞
い
て
い
く
と
、
ト

ラ
ッ
ク
の
窓
か
ら
見
え
な
い
所

が
死
角
と
い
う
ら
し
く
て
、
そ

こ
の
死
角
の
中
に
人
が
い
て
も
、

運
転
手
か
ら
は
そ
の
人
が
見
え

な
い
と
い
う
事
が
と
て
も
こ
わ

い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
は
、
時
速
�
㎞
の
車
で
え

ん
石
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
の
体
験

で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
大
切
さ

が
分
か
り
ま
し
た
。
時
速
�
㎞

で
も
は
ん
動
が
す
ご
か
っ
た
け

ど
、
も
し
も
六
十
㎞
の
車
で
え

ん
石
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
ど
う
な

る
か
を
考
え
た
だ
け
で
も
、
す

ご
く
こ
わ
い
で
す
。
な
の
で
、

ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
も
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
き
ち
ん
と
つ
け
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
で
、
運
転
手
か

ら
の
気
持
ち
や
交
通
事
故
の
お

そ
ろ
し
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
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平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
発
行

七
年
一
月
一
日
発
行

年
一
月
一
日
発
行

　
　

発
行
所　

砥
鹿
神
社
社
務
所

　
　
　
　
　
　

砥
鹿
神
社
崇
敬
会

　
　
　
　
　
　

豊
川
市
一
宮
町

　
　

電
話　

〇
�
三
三

　
　
　
　
　
　
　

九
三—

二
〇
〇
一

　

�
作
・
印
�　

ア
ー
ト
�タ
�
ム
ラ

�
作
・
印
�　

ア
ー
ト
�タ
�
ム
ラ

・
印
�　

ア
ー
ト
�タ
�
ム
ラ

　
　

電
話　

〇
�
三
八

　
　
　
　
　
　
　

三
四—

四
九
�
三

　

七
�
三
詣
で
賑
わ
い
を
み
せ
る
境
内
で
、
近
隣
の
愛
好
家
の
方
々

か
ら
御
奉
納
い
た
だ
い
た
菊
花
展
が
実
施
さ
れ
た
。
今
回
の
奉
納
数

は
前
年
よ
り
二
十
鉢
多
い
七
十
�
鉢
と
な
り
、
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇

る
菊
花
の
前
で
、
記
念
写
真
を
撮
る
親
子
連
れ
も
多
く
見
ら
れ
た
。

ま
た
十
二
月
四
日
に
は
、
終
了
奉
告
祭
並
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
六
年　

菊
花
展
奉
納
者
芳
名

砥
鹿
神
社
賞	

丸
山　
　

�
�

　

�
�
�
�

銀
賞	

山
口
耕
太
郎
�

	

宮
本　

�
�
�

　

�
�
�

�
�
�

銅
賞	

白
井　

政
治
�

	

大
槻　

�
�
�

　

�
�
�

�
�
�

	

田
中　

健
二
�

一
色　
　

�
�

　
　

�
�
�
�	

伊
藤　

克
典
�

稲
垣
き
く
代
�	

白
井　

武
雄
�

都
築　

�
�
�

　

�
�
�

�
�
�	

野
末　

�
�
�

　

�
�
�

�
�
�

渡
辺　

は
や
�

奉
納
菊
花
展
開
催

名
誉
会
員

豊
川
市　

井
川　
　

肇
様

（
夏
目 

宏
一
様
）

特
別
会
員

田
原
市　

本
田　

克
介
様

（
渡
邊 

久
子
様
）

正
会
員

豊
川
市　

鈴
木　

鮎
子
様

（
村
瀬 

房
子
様
）

新
崇
敬
会
員
紹
介

（
カ
ッ
コ
内
は
紹
介
者
）

　

 

（
平
成
二
十
六
年
九
月
一
日
よ
り

十
一
月
三
十
日
ま
で
）
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